


悲と愛情と感謝の御仏の教えを実現することによって仏の国土、世界平和が築かれ
ていくと確信しています。大聖人御入蔵七五○年を迎えるにあたり、このような事柄を
念願いたし今後の布教の決意とします」と参列各位に謝辞を述べた。

本山岩本實相寺

日蓮聖人が経蔵に籠もられて一切経（大蔵経ともいう）を紐解き、『立正安国論』執筆
の構想を練られたといわれる霊跡。
久安年中（一一四五年頃）に鳥羽上皇の勅願により創建された天台宗の寺院で、寺
域は方四㌔、諸堂が甍を並べ、四十九院五百坊を数えたという。高僧円珍によって唐
から招来された一切経を格護しており、日蓮聖人在世当時から有名であった。
正嘉・正元（一二五七～六○）の頃、大地震・大洪水・飢饉・疫病、彗星の出現など
不吉な現象が相次ぎ、この事態を大いに憂えた日蓮聖人は、その原因を仏の教え（経
典）と照らし合わせ、災いの原因を確認し、解決策を求めるために経蔵に入られた。
一切経を一巻ずつ開き、閲読と思考を重ねて丸二年。災いの原因は人々が誤った
教えに帰依し、正しい教えを捨てたことにあり、法華経に帰依することが肝要と結論を
まとめたのが『立正安国論』である。日蓮聖人は仏の教えが正しく行われることによっ
て、仏国土の顕現がなされると述べられている。

この感激を伝える行動こそ法要の意義のひとつ
平野譲山会長の記念講演

「右ほとけ 左わたしとあわす手の うちぞゆかしき 南無のひと声」で始まった平野
譲山全国布教師会連合会会長の記念講演では、まず實相寺山門の額にある「安国道
場」の由来を説明。日蓮聖人が国土の荒廃、人の心の荒廃の原因をもう一度お経の
中に尋ねるべく、一切経蔵に籠もられた経緯を解説した。
ことに、日蓮聖人が『立正安国論』を草案された時代背景として、地震・飢饉・戦乱な
どが多発した大変な時代であったこと、そして安穏な国土現出のために思い悩まれた
聖人の心情を語り、「『立正安国』とは正しい教えを立て国を安んじること。今の言葉に
するなら世界平和と言い換えられる」とした。
自分が安らかになりたい。自分だけではなく家族にも安らかになってもらいたい。近
所の人にも、知らない人も。そして国も安らかになってほしい。お題目の縁に連なる人
を広げ、安穏な国土を現出させることが日蓮聖人の願いであり、今年の四月から実動
した「立正安国・お題目結縁運動」の精神であると語った。
そして、運動のスタートにあたる「ご入蔵七百五十年宗門法要」に参列した感激や幸
せを、参列できなかった人たちに伝えて欲しいと力を込め、「伝える行動こそがこの日
の法要の意義のひとつでもある」とした。
「七百五十年前の大聖人の魂の叫びが聞こえますか。聞きたいですよね」と平野師
が問いかけると、大きくうなずく参列者も見られた。

日蓮宗新聞社のお店

弊社の直営店、日蓮宗の信仰に役立つ「お経本」や書籍を各種取りそろえておりま

す。

「お店」のみの取り扱い商品もあります。どうぞお気軽にお立ち寄りください。


